
ホルスタイン種における
推定育種価を利用した交配種雄牛の選定

種雄牛選定の要件

乳用牛の後継牛生産では、産乳能力の向上、体型の改良、さ
らには近親交配を回避することが種雄牛選択の要件になります。
これら３つの要件のうち産乳能力に関しては、乳用牛群検定に
よって情報が得られます。

牛群改良情報

個体の持つ遺伝的能
力は、推定育種価（ＥＢ
Ｖと略されることがあり
ます！）で記され、半年
に１度更新されていま
す。

この推定育種価に
よって、遺伝的能力を
ある程度予測し、判断
することができ、とても
便利な指標です。
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牛群検定の加入者には、牛群改良情報と牛群改良参考情報が送られてきます(図１
を参照）。



推定育種価には、「牛群改良情報の推定育種価」と「牛群改良参考情報の推定育種
価」の二つがあります。その違いですが、「牛群改良情報」では本牛の泌乳記録を取り込
んだ経産牛の数値です。これに対して、「牛群改良参考情報」では泌乳記録のない経産
牛や未経産牛などで両親の平均値を代用しています。

つまり、娘牛の推定育種価は、その父牛（種雄牛）と母牛の平均値であるため、母牛が
推定育種価の判明した経産牛の場合では、その娘牛の推定育種価の計算は容易です。
しかし、推定育種価が判明していない経産牛や未経産牛の場合では、その娘牛の推定
育種価は父牛（種雄牛）と母方祖父母の平均値から求めていることになります。
多くの場合、若い雌牛ほど改良が進んでおり、牛群改良参考情報であっても牛群改良へ
の役割は大きいとされますが、間接的に計算した育種価であるため、種雄牛選択に用い
る場合には下方修正の必要があります。

詳しくは、社団法人 家畜改良事業団発行の『できているようでできていない雌牛の選

択的利用』等をご覧ください。

例えば現在の推定育種価は、表
１に示す１９９５年生まれの雌牛の
平均値をベース(基準値）として、
ベースとの格差を示した数値とな
ります。

二つの推定育種価？

表１ １９９５年生まれの雌牛の産乳能力の平均
（２００２－Ⅱ評価）

乳量 乳脂量 乳タンパク質量
７,２９４ ２８４ ２３６

（単位：ｋｇ）

牛群改良情報.….

..….参考情報.….

推定育種価の計算方法

娘牛の推定育種価は、種雄牛と母牛の平均値であり、改良目標にあわせた娘牛を生
産するための種雄牛の条件は、下式で表わされます。

たとえば、改良目標を現在の牛群平均値とする場合は、牛群改良情報に記された牛群
平均値をこの式の改良目標値に代入します。母牛の推定育種価については、牛群改良
情報の数値を直接代入しますが、牛群改良参考情報の数値では先述のように補正計算
の必要があります。さらに、乳量、乳脂率、乳タンパク質率の３つの推定育種価を個体毎
に算出し、条件を満たす種雄牛をＴＯＰ４０などから選択する手順は、手計算ではやや煩
雑です。

２×改良目標値－母牛の推定育種価＜種雄牛の推定育種価



改良予測プログラムの利用

島根県牛群情報分析センター(当場酪農科）ではご希望の方に種雄牛名簿（図３）を提
供しています。この名簿によって推定育種価が把握できますので、ホルスタイン登録協
会からの体型改良や近親交配の情報と照らし合わせることで効率的な牛群改良が可能
です。

当場では、前項で説明した手順に基づいて交配に適した種雄牛を選出するプログラム
を作成しました。

この改良予測プログラ
ムを用いて、実際に改良
効果を予測した例を図２
に示します。横軸に示す
産次コードの「０」や「－
１」とは、便宜上付けた
仮の産次です。「０産世
代」は授精後に妊娠した
と仮定した胎子または育
成牛の世代を、また、下
図の「－１産世代」は種
雄牛を選択交配して得
られる次の世代を示して
います。「－１産世代」で
は横軸４桁の牛コードは、
母牛のコードを示してい
ます。「－１産世代」の推
定育種価は、乳量、乳
脂率、乳タンパク質率と
もばらつきが小さくなっ
て、極端な低能力牛も少
なく娘牛の総合的な能
力は母牛より向上するこ
とが期待できます。



スケジュール
県有卵供給型
～採卵計画～希望調査～供給
農家採卵型
～採卵随時

1 事業の目的

2 事業の概要

乳価引き下げ・ヌレ子価格の低迷
▼

F1（黒毛和種交配）の増加
▼

優秀な後継乳用牛の確保必要

スーパー乳用牛の受精卵移植
▼

優秀雌牛の誕生
▼

確実な雌牛誕生が必要

性判別受精卵移植の実用化

受精卵の性判別については技術的にほぼ確立

▼

受精卵移植による効率的な乳用牛改良
優良後継牛の確保

▼

収益性の向上
生乳生産量の維持・拡大

性判別受精卵の実用化
…性判別受精卵30個／年の供給
（県有卵20個・農家採卵10個）

県有卵供給価格：47,200円／個
性判別手数料 ：21,700円／個

超高能力乳用牛高度利用システム化事業
～乳用牛改良事業～

♂♀胚

培養

胚(受精卵) バイオプシー

培養

PCR、電気泳動

性判定
雌

移植

雌子牛の
　　　分娩

牛胚(受精卵)の性判別方法

性の一致

受精卵移植技術を活用した乳用牛群の改良

※今年度も、上記事業を実施しております。詳細は、当場酪農科または最寄りの農林
振興センター家畜衛生部（家畜保健衛生所）まで。


